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「小さな自然再生」現地研修会（第 18 回）開催報告 
 

2023 年 9 月 24 日（日）岡山県和気町・日笠川 
 

【主催】 わけっこパーク 

「小さな自然再⽣」研究会 ／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

【後援】和気町／和気町教育委員会 

【協⼒】滋賀県⽴⼤学環境科学部・瀧研究室／公益財団法人リバーフロント研究所 

開会 日笠川の未來を考える会 日笠川での実践  生きもの・水質観察 

公益財団法人河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「小さな自然再⽣」現地研修会（第 18 回） 

開催報告 

2023 年 9 月 24 日（日）岡山県和気町・吉井川流域日笠川 

はじめに 

岡山県和気町を流れる吉井川流域日笠川において、「100 年後も生きものいっぱい︕︕日

笠川」をテーマに、「小さな自然再生」の手法や地元の川との関りの歴史を専門家や先達か

ら学び、⼦どもも⼤人も⾏政も、川に関わる全ての人がこれから実践できる小さな自然再生

活動についてアイデアを交換することを目的に、2023 年 9 月 24 日（日）に「小さな自然

再生」現地研修会を開催しました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の一部を、当日の写真を中心

に皆様にご紹介するものです。 

本研修会にご参加、またご協⼒頂きましたの皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2024 年 1 月 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 

 開催日時︓ 2023 年 9 月 24 日（日） 9︓00〜16︓00 

 開催場所︓ 岡山県和気町 <座学︓日笠地区公⺠館／現地︓日笠川（座学会場前）＞ 

 参加者︓  約 80 名 

 主 催︓ わけっこパーク／「小さな自然再生」研究会／日本河川・流域再生ネットワーク 

 後 援︓ 和気町 ／ 和気町教育委員会 

 協 ⼒︓ 滋賀県⽴⼤学環境科学部・瀧研究室 ／ 公益財団法人リバーフロント研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
 

（9:00〜10:00） 小さな自然再生のウォーミングアップ座学研修 ＠⽇笠地区公⺠館 

-  開会挨拶（熱田尚子︓わけっこパーク） 

-  ⽇笠川の⾃然環境（⽩尾豪宏︓公益財団法⼈リバーフロント研究所） 

-  ⼩さな⾃然再⽣のすすめ（三橋弘宗︓兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館） 

（10:00-13:00） 小さな自然再生の実践 ＠座学会場前の⽇笠川 

-  ⽇笠川で持続的に取組むことができる⼩さな⾃然再⽣のノウハウを楽しみながら⾒試し

＆ ⽇笠川の⽣きものや⽔質観察 

 ■現地指導講師︓ 

瀧健太郎（滋賀県⽴⼤学環境科学部）、三橋弘宗（兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館） 

（13:00〜14:00） 昼 食 

（14:00〜16:00） ⽇笠川の未来を考える座学研修 ＠⽇笠地区公⺠館 

-  地元の先達より⽇笠川の昔のお話を伺いながら、⽇笠川の未来について参加者とともに

語り合いました。 

（16:00）閉会  
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開会挨拶 

 

 

主催・共催者を代表して、わけっこパーク・熱田尚子さんより、今回の開催経緯を含む研修会の

趣旨説明を⾏いました。 



 4 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

18
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

4/
1 

小さな自然再生のウォーミングアップ座学研修（午前） 

 

 

 

  
⽇笠川の⽔⽣⽣物と河川環境保全 

（⽩尾豪宏︓公益財団法⼈リバーフロント研究所） 
 ⽇笠川の環境の特性 

 ⽇笠川に残る河道内氾濫原環境とは 

 ⽇笠川で⾒られる⽣きもの 

 ⽇笠川でできる環境改善 
落差解消による⽔⽣⽣物の移動経路の回復（上下流、本川と⽤⽔路）、平坦河床部における多様な流れ場の創出

（バーブ工）、湧⽔箇所の発⾒と⽔域の確保、外来種の除去による在来⽣態系の改善 etc. 
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小さな自然再⽣のすすめ 

（三橋弘宗︓兵庫県⽴ ⼈と自然の博物館） 
 河川環境の⾒⽅、河川環境を考える視点 

 河川環境をとりまく課題 

 ⼩さな⾃然再⽣のすすめ 〜⼩さな技術でできることはたくさんある〜 
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 小さな自然再生の実践（午前） 

座学で学んだ⽇笠川の特徴や小さな自然再生に取組む際の視点を踏まえ、座学研修会場前を流れ

る⽇笠川をフィールドに、バーブ工による多様な流れの場づくり、落差を解消する手づくり魚道づくり、⽇笠

川の生物観察と水質検査などに取組み、親子でできる小さな自然再生の取組みについて学び合いました。 
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参加者は好きな場所で好きな活動を体験 
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 【多様な流れ創出するバーブ工づくり】 
 

  
 

 
 

 
石を集めてバーブ工を設置し、水際は緩やかな流れを、先端部（流心部）は早い流速を創出 
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【落差を解消する手づくり魚道づくり】 

 
 

 
巨石や生分解性土嚢に礫を詰め込んで参加者で運搬 
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 落差を解消する簡易魚道が完成。河川プールとして⼦どもたちの遊び場にも。 

※研修会終了後は解体して現況復帰しています 
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【三橋弘宗先生の生物＆水質観察教室】 
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パックテストで日笠川の水質環境を学ぶ 
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日笠川の未来を考える座学研修（午後） 
午前の座学と実践を通じて学んだ⽇笠川でできそうな小さな自然再生の取組みを踏まえ、わけっこパー

ク・有正あかねさんの進⾏で、⽇笠川の未來について参加者とともに語り合いました。 

 

 
 

 

滋賀県⽴⼤学瀧研究室・井上祐貴さんよりドローンで撮影した湧水地点を解説 

夏祭り及び研修会当日に頂いた日笠川の昔と今についてのコメントを紹介 
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 日笠川のこれからについて参加者と意⾒交換 
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日笠川のこれからのアイデア 
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日笠川の今と昔、そしてこれから 
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研修会場内の展示 
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参考資料１－参加者募集チラシ（表面） 
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参考資料２－参加者募集チラシ（地元作成版） 
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参考資料３－わけっこパーク 研修会報告資料 

 



 24 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

18
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

4/
1 

 

 



 
 

25 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

18
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

4/
1 

参考資料 4－わけっこパークによる研修会後の活動報告 

現地研修会ではみんなで川に関わっていく素敵なきっかけを頂きました。 

研修会が終わってからも、専門家のみなさんがいろんな面で支え続けてくださることが本当に心強く、また

研修会を通して出会えた各地の水辺の小さな自然再生の先輩方にも応援して頂き、じわじわと仲間を増

やしながら、地元のみなさんのご協⼒のもと、コツコツ、楽しく、⾒試しを続けることができています。 

次にできることとして、まずは「ワンドを作るといいよ」とアドバイスを頂いていた⽇笠地区公⺠館の横のあた

りから作業を始めることにしました。 

 
草刈りをしていると、通りかかった地元の方々に声をかけてもらえました。 

「魚の居場所をつくろうと思っています」とお伝えすると、「そりゃあええなあ︕」と応援して頂けました。昔は

もっと深くて、石垣に魚がたくさんいて、アユもウナギもいたことなどを、懐かしそうにお話ししてくれました。 

 
湧水があり少し深くなっているところのクレソンを取り除き、本川とつないでみました。 
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生きものの避難場所や産卵場所になってくれることを期待して、お手⼊れや観察を続けます。 

 
冠水頻度の違うワンドもつくってみます。子どもたちも⼀緒に、ヤナギの下を掘ってみました。どこをどんな風

に掘ってみるのか、その後どういう観察をしていけばいいのかということについてもプロの目でアドバイスをして頂

けて、みんなで学びながら取り組んでいます。 

 
公⺠館よりも少し下流のこちらの場所は、⼟砂を取り除く工事が昨年末に終わったばかり。次はここで

「小さな自然再生」を全⼒でやってみよう︕と盛り上がっています。 
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※JRRN 事務局は、公益財団法人リバーフロント研究所が公益を目的に運営を担っています。 

 

「小さな自然再⽣」現地研修会（第 18 回）開催報告 
〜  2023年9月24日（日）岡山県和気町・日笠川 〜 

2024年1月27日 
【発⾏】 

日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN） 

〒104-0033 東京都中央区新川 1 丁目 17 番 24 号  ＮＭＦ茅場町ビル 7 階 

公益財団法人リバーフロント研究所 内 

電話:03-6228-3861  Fax: 03-3523-0640 

E-mail: info@a-rr.net 
URL: http://www.a-rr.net/jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/JapanRRN  

 


